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2機関リポジトリとは？
大学等において構築されている機関リポジトリは，研究者自ら
が論文等を登載していくことにより学術情報流通を改革すると
ともに、その公開の迅速性を確保するものである。それと同時
に，大学等における教育研究成果の発信を実現し，社会に対
する教育研究活動に関する説明責任の保証や，知的生産物
の長期保存などを図る上でも，大きな役割を果たすものである。
科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会
「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」（２０１０）
3「千葉看護学会会誌」の利用の変化※
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ILL複写件数 リポジトリ案内件数 リポジトリへのアクセス件数
※ リポジトリに同誌の登録がない期間と，1巻から12巻のみが登録されていた期間の変化。
ＩＬＬの件数も1巻から12巻のみが対象。
4大学図書館の活動と著作権
大学図書館の活動 関係する主な権利 関係する権利制限規定
閲覧サービス
（視聴覚資料等を含む）
上演権，演奏権（22条）
上映権（22条の2）
口述権（24条）
営利を目的としない上演
等（38条1項）
貸出サービス
（相互利用を含む）
頒布権（26条）
貸与権（26条の3）
営利を目的としない上演
等（38条4項，同5項）
複写サービス
（相互利用を含む）
複製権（21条）
譲渡権（26条の2）
図書館等における複製
（31条1項）
複製権の制限により作
成された複製物の譲渡
（47条の9）
機関リポジトリ
（電子図書館を含む）
複製権（21条）
公衆送信権（23条）
5著作物利用に関するガイドライン等
作成年 ガイドライン等名称
平成10年 [上映会に関する] 了解事項
平成13年 [ビデオ上映に関する] 合意事項
平成15年 大学図書館における文献複写に関する実務要項
平成16年
障害者用音訳資料利用ガイドライン
大学図書館間協力における資料複製に関するガイドライン
平成18年
複製物の写り込みに関するガイドライン
図書館間協力における現物貸借で借り受けた図書の複製に関
するガイドライン
平成22年 図書館の障害者サービスにおける著作権法第37条第3項に基づく著作物の複製等に関するガイドライン
6SCPJ
○ URL: http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/
○ Society Copyright Policies in Japan （学協会著作権ポリ
シーデータベース）
○ CSI委託事業として，筑波大学を中心に千葉大学，東京工
業大学，神戸大学が連携して運営
著作権ポリシー 学協会数 割合
Green 査読前・査読後のどちらでもよい 112 12
Blue 査読後の論文のみ認める 589 64
Yellow 査読前の論文のみ認める 10 1
White リポジトリへの保存を認めていない 208 23
小計 919 100
Gray 検討中・非公開・無回答・その他 1,561
出典: http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/stat/ (2012年1月20日現在)
7SHERPA/RoMEO
* URL: http://www.sherpa.ac.uk/romeo/
* Securing a Hybrid Environment for Research Preservation 
and Access / Rights MEtadata for Open archiving 
* University of Nottingham を中心としたイギリスの高等教育
機関で運営
* JISC (Joint Information Systems Committee) からの支援
RoMEO colour Archiving policy Publishers %
green can archive pre-print and post-print 276 26
blue can archive post-print (ie final draft post-refereeing) 325 31
yellow can archive pre-print (ie pre-refereeing) 86 8
white archiving not formally supported 372 35
Total 1,059 100
出典: http://www.sherpa.ac.uk/romeo/statistics.php (2012年1月20日現在)
8プレプリントとポストプリント
出典：『機関リポジトリと著作権』杉田茂樹，堀越邦恵(平成18年度学術
ポータル担当者研修資料スライド4「論文投稿と著作権譲渡」) ※一部改変
出版社
（publisher）
査読者
（referee）
編集者
（editor）
著者
（author）
A
プレプリント1 プレプリントn 著者最終稿
校正
B
accept
1～3回程度
レイアウト調整，誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある
acceptされることと
なった最終確定稿
著作権譲渡
出版社版
原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト
学術
雑誌
9機関リポジトリに何を登録するか？
現状において，大学内で刊行されている紀要の電子化を実現
している例が多いが，それ以外にも機関リポジトリの展開には
次のような方策が考えられる。即ち，1. 大学で使われる教科書
をオープンアクセスとして提供する，2. 学位論文の収集と電子
的な公開のためのプラットフォームとして活用する，3. 研究者
の研究データの蓄積，共有システムとして活用する，などであ
る。
科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会
「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」（２０１０）
10
基本的に著作権法上の問題が生じないもの
○ 「著作物（２条１項１号）」に該当しないもの
○ 「保護を受ける著作物（６条）」に該当しないもの
○ 「保護を受ける実演（７条）」に該当しないもの
○ 「保護を受けるレコード（８条）」に該当しないもの
○ 「保護を受ける放送（９条）」に該当しないもの
○ 「保護を受ける有線放送（９条の２）」に該当しないもの
○ 「権利の目的とならない著作物（１３条）」に該当するもの
○ 「保護期間（５１条～５８条，１０１条）」を満了したもの
11
雑誌掲載論文等の登録
◎著作権が出版社に移っていることが多い？
◎出版社等に著作権が移っていることは悪いことか？
・共著者がいる場合（「共有著作権の行使（６５条）」）
・著者が亡くなっている場合
◎論文中に引用されている著作物がある場合
・分野による習慣の違い（「引用（３２条）」）
12
まとめ
◎機関リポジトリ登録に関する許諾は記録を残しておくべき
◎著作物創作過程などの契約の有無に注意
◎著作権法以外の法令にも注意
◎事前の条件確認が重要
13
学術情報流通を考える
図書館
著作者
出版社 書
店
取
次 読者
14
参考までに
・誰でもできる著作権契約マニュアル / 
文化庁長官官房著作権課
http://www.bunka.go.jp/chosakuken/pdf/keiyaku_manual.pdf
・裁定の手引き / 文化庁長官官房著作権課
http://www.bunka.go.jp/1tyosaku/c-l/pdf/tebiki.pdf
・機関リポジトリと著作権Ｑ＆Ａ / 黒澤節男著（広島大学）
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/metadb/up/ZZT00003/Repository-Copyright.pdf
